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～パラリンピックのことをもっと知ろう～ 

パラリンピックについて、皆さんはどのくらい知っていますでしょうか⁉ 

パラリンピックとは、障がいのあるトップアスリートが出場できる世界最高峰の国際競技大会です。 

国際パラリンピック委員会（ＩＰＣ）は、大会を通じ共生社会の実現を促進することを目指します。 

夏季大会、冬季大会ともにオリンピックの開催年に原則として、同一都市・会場で行われます。 

☆東京 2020パラリンピック競技大会 2021年８月 24日（火）～2021年９月５日（日） 

障がいのある人々が身体運動を行なっていたという記録は紀元前から見られ、 

また、障がい当事者自身が組織を作り自発的にスポーツ活動をはじめたのは、19 世紀以降のことです。 

第二次世界大戦が激化する中、ストーク・マンデビル病院の医師ルードウィッヒ・グットマン卿は、 

脊髄に損傷を受けた兵士を治療する際にスポーツを取り入れました。 

1948 年、ロンドンオリンピックの開会式の日に、グットマン卿は、病院内で 16人の 

車いす患者によるアーチェリー大会を開催しました。これがパラリンピックの原点となります。 

この大会は毎年開催され、1952 年にはオランダの参加を得て国際競技会へと発展し、 

これが第１回国際ストーク・マンデビル大会となりました（130 人が参加）。 

そして 1964年、東京オリンピック直後に、すべての身体障がい者が参加できる国際身体 

障がい者スポーツ大会（第 1 部は国際ストーク・マンデビル大会で、後に第 2回パラリンピック 

に位置づけ。第 2部はすべての身体障がい者と西ドイツの招待選手による国内大会）を 

開催しました（378人が参加）。 

その後、様々な障がい者が参加できる大会となり、前回のリオパラリンピックでは、 

159か国4,333人が参加しました。 

パラリンピックの「パラ」の意味は、 

  もともと脊髄損傷などの下半身まひを表す Paraplegia が語源となり、東京大会の際に 

「パラリンピック」と名付けられましたが、身体障がい者の国際大会になじまないため、 

 1985 年ギリシャ語の Para（沿う、平行）＋Olympic とし、1988年ソウル大会から 

 「パラリンピック」が正式名称となりました。 

∴パラリンピックの歴史について 
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ルードウィッヒ・グットマン 

＜1899 年～1980 年＞ 

ドイツ出身の神経学者。 

イギリス障がい者スポーツ協会の

設立者でもあり、「パラリンピック

の父」と呼ばれている。 

∴パラリンピックの四つの価値 

＊当時、傷病軍人にかけた言葉でパラリンピック

の精神をもっとも端的に表していると言われ

ている。 

残されたものを最大限に生かせ。」 

 

 

 

 

2012年ロンドン大会からＩＰＣ（国際パラリンピック委員会）は、パラリンピックの象徴であるとし、 

以下の価値を重視しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京は2回目のパラリンピック大会を開催する初めての都市となります。 

前回の東京大会は、障がい者スポーツを発展させる大きな契機となりました。 

パラリンピックは、多様性を認め、誰もが個性や能力を発揮し活躍できる公正な機会が与えられている場 

すなわち、共生社会を具現化するための重要なヒントが詰まっている大会です。 

東京 2020大会を契機にあらゆる人々がお互いの人権を尊重しあい、ともに力を合わせて生活する 

共生社会の実現を目指します。 

「失ったものを数えるな。 

 

 

∴パラリンピックと共生社会 

※イメージ 
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大田区ＨＰでは区ゆかりアスリートを紹介しておりますので、そちらもぜひご参照ください。 

 

～大田区ゆかりのアスリートをご紹介～ 

大田区には、お二人以外にもオリンピック・パラリンピックを目指すトップアスリートがいます。 

 

 

 

 

 

今回は、パラ陸上のお二人をご紹介します！９月５日（土）、６日（日）に埼玉県熊谷市で第31回 

日本パラ陸上競技選手権大会が開催され、区出身の髙田千明選手と若生裕太選手が出場し、 

好成績を収めました。コロナ禍ということもあり、大会は無観客で行われましたが、日本記録も 

飛び出す白熱した大会となりました。 

 

 

（１） 髙田千明選手【走幅跳（Ｔ11 クラス）・100m（Ｔ11 クラス）】 

萩中小学校出身。T11 クラス（全盲）で、走幅跳と 100m の日本記録保

持者。出産後も活躍を続けるママさんアスリートです。前回のリオ大会

にも出場。すでに東京 2020 大会への出場が内定しており、5ｍ越えの大

ジャンプで金メダルを目指します！ 

 

☆ 主な成績 

・2020 日本パラ陸上競技選手権大会 走幅跳 優勝 ４m46 / 100ｍ 優勝 13 秒 69 

・2019 ドバイ世界パラ陸上競技選手権大会 走幅跳 ４位 ４m69（日本記録） 東京 2020 大会出場内定 

・2017 ロンドン世界パラ陸上競技選手権大会 銀メダル ４m49 

 

 

（２） 若生裕太選手【やり投（Ｆ12 クラス）・100m（Ｔ12 クラス）】 

大森第四小学校、大森第一中学校出身。大学２年生の時に「レーベル遺

伝性視神経症」を発症し中心部分の視力を失う。やり投競技歴わずか２

年ながらすでに日本記録を保持。これからの成長が楽しみな選手です！ 

 

☆ 主な成績 

・2020 日本パラ陸上競技選手権大会 やり投 優勝 54m37/ 100m ３位 12 秒 32 

・2019 ジャパンパラ陸上競技大会 優勝 56ｍ94（日本記録） 

・2019 第 7 回中国オープン選手権大会 ２位 52m25 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

写真提供：ほけんの窓口グループ株式会社 

写真提供：株式会社Mitsuki 
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         今回から全４回にわたり、昨年度の活動に参加された、おおたウエルカムボランティア 

の声をお届けします。 

活動への意気込みや活動中のエピソードなど伺いましたので、特に昨年活動されて 

いない方はぜひ活動のイメージを膨らませ、準備していきましょう。また、ボランティアに 

応募された経緯やこれまでの活動など、貴重な内容もありますので、ぜひご覧ください。 

今回は観光分野のボランティアの方をご紹介します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おおたウエルカムボランティアに応募した理由、きっかけは？ 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

過去にパラリンピック（北京 2008大会）を観戦した際、現地のボランティアの方々に 

とてもお世話になった経験がありました。それがきっかけとなり、オリンピック・パラリ 

ンピックを支える一員となって、恩返しをしたいと思い応募しました。 

 

ーーー現地のボランティアにお世話になったエピソードを教えてください。 

競技を観戦した会場はとても広いエリアの中でした。その時にボランティアが会場まで 

車いすを押し、観覧席まで案内してくれました。日本語がわからない方でしたが、 

一生懸命コミュニケーションを図ろうとする姿に善意が伝わり感激しました。 

 

 

 

ＪＲ蒲田駅での活動に参加した「あわちゃん」（中央下） 

☐ 活動名「あわちゃん」 

昨年、ＪＲ蒲田駅などで活動。これまでもパラ

スポーツ大会をはじめボランティア経験が豊

富。また、日頃から障がいへの理解促進、ユニ

バーサルなまちづくりを目指し、会議や講演

など多岐にわたり活動。 
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これまでのパラスポーツ大会のボランティア活動のうち、印象に残っている出来事を 

教えてください。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

ブラインドサッカーや車椅子バスケットボールの試合会場でのボランティア活動に何度か 

参加するうち、常連のボランティアの方と顔見知りになり、ＳＮＳを通じて交流を 

深めることができました。また、ボランティアの中には、手話で会話できる人もいたので、 

難聴である私にボランティア活動に必要な情報を教えてくれました。 

 

 

 

障がいへの理解を多くの人に広めるため取り組んでいる、日頃の活動について 

教えてください。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

大田区福祉管理課と協働して、小中学校を訪問して障害を持つ身の上の生活の話や、 

車いす体験の指導・お手伝いなどしています。 

障がいのある人が、自力で日常生活を送るためには様々な困難があります。 

だから、周りの人の手を借りながら、生活していることを理解してもらいたいと 

思っています。小学生であっても、困っている人を見つけたら、大人を呼んでくれると 

助かることがありますので、ぜひ気軽に声をかえてほしいと伝えております。 

 

ーーー小中学生の講義で印象に残ったエピソードはありましたか？ 

小中学生が真剣かつ興味深そうに聞いている姿を拝見すると、活動のやりがいを感じます。 

実演で、車いすのタイヤを簡単に外してみると、とても驚いてくれて、そんな表情を見ている 

と私も楽しくなります。 

 

 

 

昨年の活動や研修の様子を教えてください。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

大蒲田まつり会場のブース内で、スタンプラリーのスタンプを押す担当をしました。 

活動中は和やかな雰囲気で、一緒に活動したボランティアに、普段どんなボランティア 

活動に参加しているかを聞いて、コミュニケーションを図りました。 

さらに、活動が円滑に進められるように、個々の役割分担などを相談しました。 

研修では、グループワークを行い、大田区内のおススメの場所について意見を出し合った 

ことがとても印象的でした。 
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来年度の活動に向けて意気込みをお願いします。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

大会開催が延期になりましたが、楽しみが一年延びたと思って、希望を持って待ちたいです。 

来年の本番では、東京２０２０大会がより良い雰囲気になるように、自分なりに精一杯の 

お手伝いがしたいです。 

 

 

 

◆次回以降のインタビュー 

Vol.2 観光分野、国際交流（観光）で活動された方 

Vol.3 スポーツ、国際交流（スポーツ）で活動された方 

【番外編】 高校生ボランティア 

 


